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全大教第２９回 教職員研修会報告 
 9 月 14～16 日全大教第 29 回教職員研究集会が岡山大学にて開催され、全国から１９０人が

集まり、活発な討論と講習を繰り広げました。信州大学教職員組合からは、2 名が参加しました。 

 

非常勤職員分科会参加報告 

岡山で開催された教研集会に参加してきましたので、ご報告いたします。 

分科会形式で行われ、「非常勤職員の労働条件調査」交流会と題して全大教が行った非常勤

職員の労働条件調査の結果を見ながら情報交換を行った。また、雇用期限撤廃、賃金・諸手

当・休暇等の労働条件等について、いくつかの大学からの報告と意見交換がなされた。 

（主なものを下記に列記します。） 

・無条件に無期転換を獲得した大学が複数あるなか、職種によって異なる対応を行う大学が

国立大学の半数以上を占める。 

・非常勤職員の大量雇い止めを行った大学が複数あった。 

・連合やユニオン、メディアからの応援を得て、無期転換を獲得した大学があった。 

・雇い止めののち、6 ヶ月というクーリング期間を置いて再雇用するという対応を取る大学

がある。（これを繰り返すのは脱法行為である。） 

・経験を積んだ職員を雇い止めすれば仕事の能率は悪くなるのは明らかだが、それを認めな

いトップの姿勢を嘆く報告があった。 

・賃金、年次休暇、忌引き休暇、病気休暇、夏季特別休暇などの待遇は、大学によってかな

りの差があることがわかった。 

・信州大学からは、無期転換が正常に行われているかを調査した結果を報告した。 

（別記-アンケート結果） 

 5 年雇い止めの臨時事務補佐員が多く存在することが分かった。この雇用が本当にプロジ

ェクトによるものなのか、気になるところであり検証の必要があると感じている。 

 

他大学の状況や様子を直接見聞きすることは、自分の置かれている立場や仕事を客観的に

見直す機会となりました。「井の中の蛙」からちょっと抜け出せた有意義な 2 日間でした。 

 

                             中央執行委員 小口 
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信州大学における事務系非常勤職員の無期化に関するアンケート結果 

今年の 8 月に、非常勤無期化に関する実態調査のために各部局の部局長、事務長の皆様にご協

力をいただきアンケートを実施しました。結果を簡単にご報告します。 

※アンケート対象部局：全学部、附属病院、全学教育機構、図書館、学務課、人事課 

 

1.アンケート対象部局の事務系非常勤職員数（2018年 3月 30日）：1388名 

2.上記のうち 4月 2日現在 6年目以上に入った非常勤職員数：354名 

3.無期申請の提出状況：提出済み 92名 

 なぜ申請しないのか、人事担当者の意見 

 -配置替えの可能性があることを懸念（仕事内容が変わ

ることを懸念） 

 -周りの様子見・申請期間中のため、今後申請されるの

ではないか。 

 -個人的な理由による（担当者による聞き取り） 

4.任期を最長 5年までとしている臨時職員数：68名 

 臨時職員の採用についての担当者の意見 

 -期限のあるプロジェクト雇用による雇用 

 -人件費が確保できる期間のみの雇用 

 -業務繁忙期のみの雇用 

 -無期転換雇用を確保するための雇用 

  

 組合では、臨時非常勤職員はあくまでプロジェクト雇用との説明を受けてきましたが、実態は

違っているようです。同じ仕事が続いてある場合、５年雇止めは労働法違反になります。組合で

は、実態把握と検証を求めていきます。 

 

◇◆◇◆◇「合同職懇」のお知らせ ◇◆◇◆◇ 

12月 8日(土)に合同職場別懇談会を開催します。今年も全大教から講師をお呼びして信州

大学の財政関係を勉強します。詳細はこれからですが、今から予定をしていただき、ぜひ、

お気軽に、多くの皆様のご参加をお願いいたします。 

日時：12月 8日（土） 13：30～16：30（予定） 

場所：松本キャンパス 理学部 A棟多目的ホール 
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